
11月9日（土）　第1回 三町村親善ニュースポーツ大会より 
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納
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ら
れ
な
い
 

わ
け
じ
ゃ
な
い
の
ね
 

ル
ー
ル
や
マ
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一
人
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て
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は
年
金
を
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ら
っ
て
た
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す
る
…
 

国民年金保険料を納めてないけど… 

●生命保険に加入している人 

●個人年金に加入している人 

●両方とも加入している人 

（国民年金保険料を納めている人の場合は71.3％） 

（同じく25.2％） 

　（同じく22.8％） 

（保険料月額平均18,000円） 

（保険料月額平均16,000円） 

（保険料月額平均41,000円） 
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　11月９日（土）「第１回三町村親善

ニュースポーツ大会」の取材に寺泊

中学校に行ってきました。大会では

各地の予選を勝ち抜いた30チームが

エントリー。老若男女を問わず、に

ぎやかにニュースポーツを楽しんで

いました。記念すべき第１回の総合

優勝は和島村の平均年齢66.3歳『駅

前いきいきチーム』となりました。

今月の表紙は、この大会の最後に和

島の参加者や関係者全員で撮った写

真です。 さてこの三町村親善ニュー

スポーツ大会、来年は和島村で開催

されます。この機会にニュースポー

ツを始めてみてはいかがでしょうか。

もしかしたら来年、優勝カップを手

にしているのはあなたかもしれませ

ん。 

公的年金は「すべての国民の“安心”を、
みんなで支え合おう」と始まった社会保
障の制度です。なのに、どうしてお金は
あるのに払っていない人がいるのでしょ
うか？今後、国としてはこうしたルール
違反の人たちへ保険料収納対策を徹底
していく考えです。 
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〇文化祭・学習参観・もちつき大会 
（島田小） 

〇国民健康保険料11月納入期限 
〇介護保険料11月納入期限 

〇麻疹予防接種 
〇心配ごと相談 

〇配食サービス 

 

 

 

〇体育館一般開放日 

 

〇心配ごと相談 

〇年末の交通事故防止運動（31日まで） 
〇乳児検診　　〇配食サービス 

 

 

〇発表会（幼稚園・保育所） 

〇心配ごと相談 

 

〇配食サービス 

〇すずかけ祭（島田小学校） 

〇配食サービス昼食会 

 

 

 
天皇誕生日 

 

〇固定資産税第3期納入期限  〇配食サービス 
〇国民健康保険料12月期納入期限 

 

〇官庁御用納め 

 

 

 

 

〇心配ごと相談 

和島村の人口と世帯数 
人　口　5 , 1 5 3人（＋２人） 
　●男　2 , 4 9 8人（＋４人） 
　●女　2 , 6 5 5人（－２人） 
世帯数　1 , 3 1 4戸（－１戸） 

※10月末現在・（　）内は前月比 

広 報 わ し ま 
平成14年12月１日発行　№352 
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年金はトクか、ソンか？ 
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日
頃
の
練
習
成
果
を
披
露
し
た 

　
芸
能
発
表 

　
笑
わ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た 

　
手
話
サ
ー
ク
ル
和
島
和
の
会 

　
４
年
ぶ
り
!!
タ
カ
子
き
も
の
教
室 

　
お
い
し
い
お
茶
で
ひ
と
休
み 

　
何
問
当
る
か
な
？
防
災
ク
イ
ズ 

　
消
防
団
防
災
ク
イ
ズ 

　
生
活
に
密
着
し
た
情
報
な
ど
を
展
示
し
た 

　
行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー 

　
多
種
多
様
な
器
具
が
並
ん
だ 

　
福
祉
器
具
展
示 

　
ぺ
タ
ン
ク 

　
フ
ロ
ッ
カ
ー 

　
ど
っ
ち
が
近
い
か
な
？ 

　荒巻健康づくりチーム 　駅前若妻会チーム 

　
ゆ
っ
く
り
鑑
賞
作
品
展
示 

今年のテーマは 
「共有」 

１
年
間
年
間
の
集
大
成
　
第

集
大
成
　
第
１
回
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
大
会 

１
年
間
の
集
大
成
　
第
１
回
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

大会結果  大会結果  
☆総　合　優　勝 
　荒巻健康づくり　チーム 

☆ペタンク部門優勝 
　荒巻健康づくり　チーム 

☆フロッカー部門優勝 
　駅前若妻会　チーム 

　
 10
月

 26
日
、

 27
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
、

勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
「
第

 22
回
生
涯

学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

 in
ワ
シ
マ
」
が
今
年
は

「
共
育
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
村
内
で
活
動
す
る
サ
ー

ク
ル
や
公
民
館
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
各

種
教
室
・
講
座
な
ど
、
村
民
の
生
涯
学
習
の
発

表
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
こ
れ
か
ら
何
か
を
始

め
よ
う
と
思
っ
て
い
る
人
た
ち
へ
の
き
っ
か
け

作
り
の
場
と
し
て
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の

で
す
。
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
芸
能
発
表
を

皮
切
り
に
作
品
展
示
や
福
祉
器
具
の
展
示
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
今
年
は
生
涯
学
習
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
、
初
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

　
老
若
男
女
問
わ
ず
、
誰
し
も
が
何
か
に
熱
中

し
生
き
が
い
を
も
っ
て
日
々
の
生
活
を
送
る
こ

と
が
生
涯
学
習
の
基
本
テ
ー
マ
で
す
。
み
な
さ

ん
は
今
年
の
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
ど

ん
な
体
験
を
し
ま
し
た
か
。
興
味
を
抱
い
た
も

の
が
あ
っ
た
ら
、
迷
わ
ず
ど
ん
ど
ん
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
自
分
に
あ
っ
た
生

涯
学
習
の
テ
ー
マ
が
見
つ
か
る
は
ず
で
す
。 

 
 

　 
 

 
 

 
 

　
 10
月

 27
日

 （日）
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
日
は
子
供
た
ち
か
ら
年
配
の
方
ま
で

幅
広
く

 20
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
三

町
村
親
善
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
予

選
会
を
兼
ね
た
こ
と
も
あ
り
、
白
熱
し

た
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
大
会
で
は
カ
ー
リ
ン
グ
を
床
の
上
で

も
で
き
る
よ
う
に
し
た
”フ

ロ
ッ
カ
ー

“と

ビ
ニ
ー
ル
製
の
ゴ
ム
ボ
ー
ル
を
使
う 

”ペ
タ
ン
ク

“の
２
種
目
が
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。 

　
両
方
と
も
自
分
達
の
球
を
ど
れ
だ
け

的
に
近
づ
け
る
か
争
う
ス
ポ
ー
ツ
な
た

め
一
投
も
気
が
抜
け
ま
せ
ん
。
ほ
ん
の

数
セ
ン
チ
の
差
で
勝
負
が
つ
く
こ
と
も

あ
り
、
審
判
の
計
測
を
注
意
深
く
見
る

様
子
が
随
所
に
み
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た

２
種
目
と
も
体
力
を
必
要
し
ま
せ
ん
。

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
く
、
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。 

　
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
初
の

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
大
会
。
み
な
さ
ん
も
興
味
を

抱
い
た
も
の
に
ど
ん
ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 
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年末の交通事故防止運動 
■12月11日（水）から12月31日（火）まで 

年末の交通事故防止運動 
■12月11日（水）から12月31日（火）まで 

　もう師走です。これから忘年会やお正月などお酒を飲む機会
が多くなる時期になります。それはまた飲酒運転による事故の
件数が多くなる時期でもあります。 
　交通事故、起こしたくて起こす人はいないはずです。それで
も毎日交通事故は発生し多くの人がケガをしたり生命を落とし
ています。もし、大切な家族が交通事故で亡くなったら。まし
て、その相手が飲酒運転であったら。その相手を許すことがで
きますか… 

※飲酒運転の罰則強化 
○危険運転致死傷罪 
平成13年12月25日、刑法が改正され「危険運転致死傷罪」
が施行されました。 
飲酒運転等の悪質・危険な自動車の運転により人を負傷させた
ものは10年以下の懲役、死亡させたものは１年以上の有期懲
役（最高15年）となります。 

○道路交通法の改正 
平成14年6月1日より改正道路交通法が施行されました。 
飲酒運転に関する道路交通法改正のポイントは以下の通りです。 

 

チャイルドシート購入費の一部を補助します。 チャイルドシート購入費の一部を補助します。 
○対　象　村内在住の6歳未満の乳児のために、チャ

イルドシートを購入された村内在住の
保護者の方。ただし寄贈される場合は
対象になりません。 

　　　　　（平成11年4月1日以降に購入され
た方が対象となります） 

○補助額  購入費用の1／2（限度額15,000円） 
○申請に必要なもの　　　　　　　　　　　　　

領収書、保証書など製造元と販売店等が確
認できる書類。申請書（役場総務課にあり
ます）印鑑、振込先の金融機関名（口座番
号）購入したチャイルドシート 

○問合せ・申請先　　　　　　　　　　　　　　
役場総務課（74－3111） 

①取り付けが簡単
なもの 

 

②安全基準に合格
しているもの 

 

③あまり重くない
もの 

 

④クッションやカ
バーが簡単に取
り外せるもの 

罰　則 違反点数 罰　則 違反点数 

改　正　前 改　正　後 
違 反 行 為  

酒酔い運転 

酒気帯び運転 

2年以下の懲役又
は10万円以下の
罰金 

3年以下の懲
役又は50万
円以下の罰金 

3月以下の懲役又は
5万円以下の罰金 

1年以下の懲役
又は30万円以
下の罰金 

15点 

6点 

25点 

0.25㎎以上 13点 

0.25㎎未満 

0.15㎎以上 
6点 
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平成14年度上半期 

予算執行状況  予算執行状況  予算執行状況  

会　　計　　名 

区　　　分 

 村　　民　　税 148,736 148,736 56,111 37.7 

 固 定 資 産 税 205,530 202,730 107,269 52.9 

 軽 自 動 車 税 11,156 11,156 11,158 100.0 

 村 た ば こ 税 18,649 18,649 9,867 52.9 

 特別土地保有税 731 731 606 82.9 

 計 384,802 382,002 185,011 48.4

当初予算額 現計予算額 収入済額 収入割合 

平成14年度上半期（9月30日現在）予算執行状況 
（単位：千円、％） 

村税の状況 
（単位：千円、％） 

 一 般 会 計 2,625,000 2,790,241 1,403,978 50.3 1,073,884 38.5 

  国 民 健 康 保 険 281,264 304,986 129,701 42.5 127,370 41.8 

  老 人 保 健 特 別 会 計 537,150 567,002 238,439 42.1 225,450 39.8 

  農業集落排水事業特別会計 180,000 181,087 82,351 45.5 78,710 43.5 

  公共下水道事業特別会計 573,000 573,679 183,716 32.0 182,783 31.9 

  介 護 保 険 特 別 会 計 344,660 351,407 146,861 41.8 145,640 41.4 

  三島郡介護認定審査会特別会計 24,170 24,309 12,224 50.3 9,490 39.0 

 　　　　　 計  4,565,244 4,792,711 2,197,270 45.8 1,843,327 38.5

当初予算額 現計予算額 収入済額 収入割合 支出済額 支出割合 

特
　
別
　
会
　
計 

　平成14年度第1回の財政事情の公

表として予算の執行状況をお知らせ

いたします。 

　本年の当初予算状況を4月1日発行

の『広報わしま』紙上でお知らせい

たしましたが、その後、3次にわた

る予算補正を行い、9月30日現在の

予算現額は、27億9,024万1千円とな

っています。 

　補正予算の主なものとしては、人

事異動に伴う人件費、三島郡3か町

村合併任意協議会負担金、園芸産地

育成・定着化支援事業補助金、7月

の台風6号による道路・キャンプ場

災害復旧費、県営ほ場整備事業負担

金、水田営農関係補助金等を措置い

たしました。 

　歳入のうち村税では、3億8,200万2

千円の予算額のうち1億8,501万1千円、

48.4％が収入され地方交付税におき

ましては、14億448万5千円のうち9

億9,709万3千円、71.0％、県支出金10

億252万円のうち1億7,000万円、16.6

％がそれぞれ収入され、これらを含

めた歳入総額は14億397万8千円、

50.3％となっております。 

　歳出につきましては、確実な事業

執行計画に基づき、雪国の特殊性を

考慮しながら、適期は注に意を用い、

あわせて、個性豊かで魅力あふれる

ふるさとづくりを重点的に推進して

まいりました。これにより歳出総額

は10億7,388万4千円、38.5％となって

おります。 

　この他の特別会計の状況について

も、適正な執行計画の下でその事業

効果が最大限生かされるよう意を用

いているところであります。 

　財政事情は、国・地方共に極めて

厳しい中、和島村においても財源の

計画的・重点的な配分で住民福祉を

はじめ、環境整備等の各種事業を推

し進め、行財政の健全化と共に住民

サービスの向上に一層努力をいたし

ますので、今後ともご理解のうえご

協力賜りますようよろしくお願い申

し上げます。 
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よ
り
良
い
人
生
を
歩
む
た
め
に 

な
つ
か
し
の
故
郷
に
思
い
を
馳
せ
て 

首
都
圏
ふ
る
さ
と
わ
し
ま
会
総
会
開
催 

島
田
フ
ォ
ー
ラ
ム 

 
   

　
 11
月

 13
日

 （水）
島
田
小
学
校
に
お
い
て 

”島
田
フ
ォ
ー
ラ
ム

“が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
６
年
生
が
１
学
期
か
ら
総

合
的
な
学
習
の
時
間
や
放
課
後
、
夏
休

み
等
を
使
い
調
べ
た
研
究
成
果
を
発
表

す
る
も
の
で
す
。 

　
恒
例
と
な
っ
た
島
田
フ
ォ
ー
ラ
ム
も

今
回
で

 12
回
目
。
今
年
は
新
潟
県
小
学

校
教
育
研
究
発
表
会
に
合
わ
せ
て
開
催

さ
れ
た
た
め
、
多
く
の
教
育
関
係
者
や

地
域
の
方
が
見
守
る
な
か
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
発
表
は
、
ま
ず
一
人
ひ
と
り
が
調
べ

た
も
の
を
発
表
し
、
そ
れ
を
７
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
ま
と
め
て
提
言
を
行
い
ま
し

た
。
特
に
今
年
は
各
グ
ル
ー
プ
と
も
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
作
成
し
た
り
、
模
型
を
作
成

す
る
な
ど
工
夫
し
て
発
表
し
て
い
ま
し
た
。 

 

 
   

　
 10
月

 29
日

 （火）
和
島
村
保
健
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
「
い
き
い
き
・
ふ
れ
あ
い
介

護
講
座
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
全
５
回
で
構
成
さ
れ
る
こ
の
講
座
は

高
齢
者
の
痴
呆
・
寝
た
き
り
を
予
防
す

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
初
日
は

 30
人
が
出
席
。
午
前
中
は
年

を
取
っ
た
と
き
の
特
徴
を
各
グ
ル
ー
プ

で
出
し
合
い
発
表
し
ま
し
た
。
中
に
は 

”
人
に
感
謝
す
る
よ
う
に
な
っ
た

“
な

ど
年
を
取
る
こ
と
に
前
向
き
な
意
見
も

で
て
い
ま
し
た
。
午
後
は
三
島
病
院
精

神
科
部
長
、
砂
山
徹
氏
よ
り
「
痴
呆
症

の
予
防
と
治
療
と
」
と
題
し
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。
参
加
者
に
と
っ
て
は
介
護

の
技
術
や
知
識
を
学
ぶ
絶
好
の
機
会
と

な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

    

　
 10
月

 27
日

 （日）
東
京
・
上
野
の
グ
リ
ー

ン
パ
ー
ク
で
第

 21
回
目
と
な
る
「
首
都

圏
ふ
る
さ
と
わ
し
ま
会
」
の
総
会
が
会

員
 61
名
の
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

　
総
会
で
は
監
査
報
告
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
村
か
ら
出
席
し
た
一
行
を
代
表
し

て
笠
原
助
役
が
最
近
の
和
島
村
の
様
子

な
ど
を
交
え
て
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
総
会
後
に
行
わ
れ
た
懇
親
会
で

は
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
、
時
間
の
経
つ

の
も
忘
れ
て
思
い
出
話
や
近
況
報
告
な

ど
、
尽
き
る
こ
と
の
な
い
故
郷
の
話
題

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 
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美
し
く
ハ
ー
モ
ニ
ー  

ふ
れ
あ
い
合
唱
祭 

村
を
守
る
精
鋭
の
技 

楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ
を
し
よ
う
 

町
村
合
併
地
区
別
 

　
　
　
対
話
集
会
 

正
し
い
金
銭
感
覚
を
身
に
つ
け
て 

トピックス 

　
桐
島
小
学
校
こ
ど
も
郵
便
局
が
信
越

郵
政
局
長
表
彰
を
受
賞
し
、

 10
月

 24
日

 （木）
児
童
の
代
表
２
名
が
同
校
校
長
室
で

和
島
郵
便
局
長
か
ら
表
彰
状
と
副
賞
品

を
受
け
取
り
ま
し
た
。 

　
こ
ど
も
郵
便
局
は
、
児
童
か
ら
お
金

の
大
切
さ
や
貯
蓄
の
習
慣
を
身
に
つ
け

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

と
か
く
最
近
は
、
若
者
の
金
銭
感
覚
の

乱
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
中
で
、
正
し
い

金
銭
感
覚
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
、子
供

た
ち
自
身
に
と
っ
て
と
て
も
大
切
な
こ

と
で
す
ね
。 

   

　
 11
月
９
日

 （土）
寺
泊
中
学
校
に
お
い
て

三
町
村
親
善
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
和
島
村
、
出

雲
崎
町
、
寺
泊
町
か
ら
予
選
を
勝
ち
上

が
っ
た
、
各
町
村

 10
チ
ー
ム
ず
つ
計

 30

チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
全
体
的
に
和
や
か
な
雰
囲

気
で
、
緊
張
感
を
も
っ
て
試
合
す
る
と

い
う
よ
り
も
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
自
体

を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。 

　
ち
な
み
に
来
年
は
和
島
村
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
で
あ
る
フ
ロ
ッ
カ
ー
と
ペ
タ
ン
ク
に

ふ
れ
て
み
る
の
も
よ
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
試
合
の
結
果
は
わ
し

麻
呂
君
の
部
屋
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

　 
   

　
 11
月

 14
日

 （木）
〜

 20
日

 （水）
の
日
程
で
町

村
合
併
地
区
別
対
話
集
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
全
７
回
開
催
さ
れ
、
事
務
局
か

ら
財
政
等
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
た

後
、
参
加
住
民
と
熱
の
こ
も
っ
た
意
見

交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

　
 11
月
２
日

 （土）
北
辰
中
学
校
に
お
い
て

「
ふ
れ
あ
い
合
唱
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

　
各
ク
ラ
ス
と
も
ク
ラ
ス
合
唱
曲
と
学

年
合
唱
曲
の
２
曲
を
歌
い
上
げ
ま
し
た
。

各
発
表
と
も
女
性
の
声
と
男
性
の
声
が

上
手
く
混
ざ
り
合
い
、
美
し
い
ハ
ー
モ

ニ
ー
に
な
っ
て
会
場
全
体
に
響
き
わ
た

り
ま
し
た
。
ま
た
吹
奏
楽
部
の
演
奏
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
合
唱
も
行
わ
れ
、
最
後
に
「
ま

た
会
え
る
日
ま
で
」
を
全
員
で
歌
い
締

め
く
く
り
ま
し
た
。 

　
参
加
者
に
と
っ
て
は
日
ご
ろ
の
練
習

の
成
果
を
十
分
に
発
揮
で
き
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
 11
月

 17
日

 （日）
、
農
協
構
造
改
善
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
和
島
村
消
防
団
員
約
２

０
０
名
が
一
同
に
会
し
て
ポ
ン
プ
操
法

競
技
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は

新
操
法
に
な
っ
て
か
ら
初
め
て
の
競
技

会
と
な
り
、
普
段
に
も
増
し
て
訓
練
を

重
ね
ま
し
た
。
本
番
で
は
そ
の
訓
練
の

成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
す
ば
ら
し
い

操
法
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。 

　
日
頃
の
ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
で
防
げ

る
住
宅
火
災
。
一
人
ひ
と
り
が
防
火
意

識
を
高
め
、
防
火
予
防
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。 
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キ

ン

ニ

ク

 

   

　
 11
月

 17
日

 （日）
、
体
育
協
会
主
催
に
よ

る
村
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
北

辰
中
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

は
 11
チ
ー
ム
が
参
加
し
熱
戦
を
展
開
。

各
試
合
と
も
白
熱
し
た
好
ゲ
ー
ム
と
な

り
ま
し
た
。 

　
な
お
、
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

☆
優
　
勝
　
ガ
ッ
ツ
北
辰
（
中
学
生
） 

☆
準
優
勝
　
薬
剤
師
チ
ー
ム 

☆
第
３
位
　
Ｆ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ａ 

　
　
　
　
　
Ｋ
―
２
９
（
中
学
生
） 

　みなさん、楽しく子育てしてますか。育児ストレスを
感じている人はいませんか。ひよこくらぶは子供たちの
喜ぶ遊びをしたり、親同士で育児の悩みを話し合ったり、
情報を交換する場として活動しています。 
　そこで、みなさんにひよこくらぶをもっとよく知って
いただくために今年もクリスマス会を計画しました。サ
ンタさんと写真を撮ったり、楽しい事がいっぱい。プレ
ゼントもあるよ。今までひよこくらぶに参加されたこと
のないお母さんやおばあちゃん。是非、この機会に遊び
にいらしてください。 

◆日　時…12月17日（火）10時～11時15分 
◆場　所…保健センター２階　和室 
◆対　象…０歳から３歳児と保護者（子守をされている

おばあちゃんも大歓迎です） 
◆参加費…子供１名につき300円（当日、受付にて集め

ます） 
◆お申し込み…申込書が役場住民課に用意してあります

ので12月9日（月）までに住民課窓口の
ひよこくらぶの箱へ提出して下さい。 

◎お問い合わせは、ひよこくらぶ・　橋祐子 
　　　　　　　　　　　　　　（T74－３９３８）まで 

   

　
 11
月

 10
日

 （日）
、
公
民
館
主
催
の
第

 10

回
村
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、

 11
チ
ー

ム
が
エ
ン
ト
リ
ー
! 

　
今
年
は
、
初
め
て
中
学
生
が
５
チ
ー

ム
も
参
加
!
中
学
生
に
負
け
ま
い
と
す

る
『
大
人
の
意
地
？
』
が
好
プ
レ
ー
!

珍
プ
レ
ー

 （!?）
を
生
み
、
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ラ
イ
ン
ズ
マ

ン
や
得
点
係
と
い
っ
た
運
営
に
も
中
学

生
が
協
力
す
る
と
い
う
一
面
も
見
ら
れ
、

爽
や
か
な
印
象
が
残
り
ま
し
た
。 

　
な
お
、
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

☆
優
　
勝
　
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
チ
ー
ム 

☆
準
優
勝
　
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
チ
ャ
ン 

　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ー
ム
（
中
学
生
） 

☆
３
　
位
　
新
　
田
チ
ー
ム 

　
　
　
　
　
駅
　
前
チ
ー
ム 

    

　
公
民
館
で
は
、
冬
場
の
運
動
不
足
解

消
を
目
的
に
、
村
民
ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
ツ
ア
ー
を
計
画
し
ま
し
た
。 

　
大
勢
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。 

□
期
日
…
平
成

 15
年
１
月

 19
日

 （日） 

□
会
場
…
妙
高
「
池
の
平
ス
キ
ー
場
」 

□
募
集
定
員
…

 80
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
） 

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
、
中

学
生
・
高
校
生
は
保
護
者
の
同
意

が
必
要
で
す
。 

□
参
加
料
…
大
人
２
、０
０
０
円
、高
校

生
１
、５
０
０
円
、
小
中
学
生
１
、０

０
０
円
、
幼
児
５
０
０
円 

　（
リ
フ
ト
・
昼
食
代
は
別
途
個
人
負
担
） 

◎
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ 

　
１
月

 10
日

 （金）
ま
で
に
参
加
料
を
添
え

て
公
民
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
は
公
民
館
及
び
社
会
教
育
推

進
員
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
く
わ

し
く
は
公
民
館
へ
（
T

 74
―
３
１
１
１
） 

 

　 　 

 

◎
今
月
の
「
こ
な
か
ク
ラ
ブ
」
は
？ 

　
 12
月
の
「
こ
な
か
ク
ラ
ブ
」
で
、
お

正
月
を
迎
え
る
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。 

 

　
 12
月
７
日

 （土）
は
、
開
放
日
で
す
。 

　
そ
し
て
、
今
年
最
後
と
な
る

 12
月

 21

日
 （土）

に
は
、
お
正
月
を
迎
え
る
準
備
と

し
て
「
ミ
ニ
門
松
づ
く
り
」
を
行
な
い

ま
す
。
子
供
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
大

人
の
方
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
自

分
で
作
っ
た
門
松
を
飾
っ
て
新
し
い
年

を
迎
え
ま
し
ょ
う
。 

◇
期
日
〔
会
場
〕 

　
 12
月

 21
日

 （土）
〔
農
村
勤
労
福
祉
セ
ン

タ
ー
小
体
育
館（
役
場
と
な
り
）〕 

◇
持
ち
物 

　
軍
手
・
ビ
ニ
ー
ル
袋
１
枚
・
ハ
サ
ミ
・

竹
切
り
用
の
ノ
コ
ギ
リ
（
あ
る
方
の
み

ご
持
参
く
だ
さ
い
） 

◇
集
合 

　
９
時

 30
分
ま
で
に
大
体
育
館
に
集
合 

◇
参
加
費 

　
ど
な
た
で
も
１
人
２
０
０
円（
教
材
代
） 

◇
そ
の
他 

　
刃
物
な
ど
を
使
用
し
ま
す
の
で
、
予

め
ご
了
承
の
う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

◇
お
申
し
込
み 

　
参
加
さ
れ
る
方
は
、

 12
月
９
日

 （月）
ま

で
に
公
民
館
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

（
T

 74
―
３
１
１
１
・
内
線
２
７
３
） 

 

◎
こ
な
か
ク
ラ
ブ
か
ら
の
連
絡
帳 

　
 14
日

 （土）
・

 28
日

 （土）
は
お
休
み
で
す
。 

　
な
お
、
冬
期
間
に
つ
い
て
は
、
移
動

上
の
安
全
面
な
ど
を
考
慮
し
休
止
し
ま

す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

生 涯 学 習 情 報  

 8

○駅前元若会 ○駅前いきいきチーム 

◎
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ 

　
大
会
に
出
場
し
て 

〜
少
年
教
室
〜 

和
島
村
体
育
協
会
よ
り
お
知
ら
せ 

　 
    

　
去
る

 11
月
９
日

 （土）
、
寺
泊
中
学
校
を

会
場
に
「
第
１
回
三
町
村
親
善
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、

 10
月
末
に
行
な
わ
れ
た
生

涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
の
予
選
大

会
で
見
事
勝
ち
残
っ
た
精
鋭

 10
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
か
じ
か
む
よ
う
な
寒
さ
の

中
、
村
代
表
の
名
に
恥
じ
な
い
熱
い
戦

い
を
繰
り
ひ
ろ
げ
ま
し
た
。 

　
予
選
大
会
で
は
敵
対
し
あ
っ
た
各
チ
ー

ム
が
互
い
に
声
を
掛
け
あ
い
声
援
を
送

り
あ
う
姿
に
は
、
大
会
役
員
も
「
和
島

は
ム
ー
ド
が
い
い
ね
」
と
大
絶
賛
!
そ

し
て
、
記
念
す
べ
き
第
１
回
大
会
の
栄

冠
を
見
事
手
中
に
納
め
た
の
は
、
和
島

村
の
『
駅
前
い
き
い
き
チ
ー
ム
』。 

　
優
勝
者
の
表
彰
の
際
に
は
、
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
活
動
に
献
身
的
に
取

組
ん
で
き
た
体
育
指
導
員
を
は
じ
め
、

和
島
チ
ー
ム
の
み
ん
な
が
一
体
と
な
っ

て
会
場
が
割
れ
ん
ば
か
り
の
温
か
い
声

援
と
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
な
お
、
和
島
村
代
表
の
成
績
は
次
の

と
お
り
で
す
。 

【
総
　
合
】 

☆
優
勝
　
駅
前
い
き
い
き
チ
ー
ム 

【
ペ
タ
ン
ク
部
門
】 

☆
２
位
　
駅
前
い
き
い
き
チ
ー
ム 

【
フ
ロ
ッ
カ
ー
部
門
】 

☆
２
位
　
駅
前
元
若
会 

☆
３
位
　
駅
前
い
き
い
き
チ
ー
ム 

　
「
広
報
で
初
め
て
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

を
し
り
ま
し
た
が
、
ル
ー
ル
も
解
り
や

す
く
、
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
で
も

気
軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
実
感

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
世
代
を
超
え

て
、
多
く
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
こ
の

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
」 

小
熊
　
男（
駅
前
い
き
い
き
チ
ー
ム
） 

　
「
フ
ロ
ッ
カ
ー
は
あ
ま
り
上
手
く
い

か
な
か
っ
た
か
ら
、
ペ
タ
ン
ク
で
が
ん

ば
ろ
う
と
思
っ
た
け
ど
、
練
習
通
り
に

い
か
ず
に
チ
ョ
ッ
ト
く
や
し
か
っ
た
で

す
。
来
年
も
や
り
た
い
で
す
。」 

　
大
久
保
友
美（
桐
島
小
５
年
） 

 

　
「
僕
は
フ
ロ
ッ
カ
ー
が
好
き
で
す
。

ど
う
し
て
か
と
言
う
と
、
相
手
の
フ
ロ
ッ

カ
ー
に
当
て
て
弾
き
と
ば
す
と
、
ス
カ
っ

と
い
い
気
分
に
な
る
か
ら
で
す
。
大
会

の
時
も
相
手
を
弾
き
と
ば
す
こ
と
が
で

き
て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。」 

安
田
陽
洋（
島
田
小
３
年
） 

 

　
「
こ
の
大
会
に
参
加
で
き
て
本
当
に

ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
。
試
合
が
は
じ
ま
り

一
投
ご
と
に
一
喜
一
憂
し
な
が
ら
も
、

み
ん
な
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。」 

阿
部
多
鶴
子（
荒
巻
健
康
づ
く
り
チ
ー
ム
） 

     

　
少
年
教
室
で
は
、

 11
月

 16
日

 （土）
、
柏

崎
ア
ク
ア
パ
ー
ク
を
会
場
に
ス
ケ
ー
ト

教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。 

　
ベ
テ
ラ
ン
の
５
・
６
年
生
が
靴
ひ
も

を
結
ん
で
あ
げ
る
な
ど
、
低
学
年
を
優

し
く
リ
ー
ド
し
な
が
ら
み
ん
な
が
一
斉

に
滑
り
は
じ
め
ま
し
た
。 

　
元
気
よ
く
リ
ン
ク
に
飛
び
出
し
て
い
っ

た
子
供
た
ち
は
、
何
度
も
転
び
な
が
ら

も
友
達
同
士
楽
し
そ
う
に
滑
っ
て
い
ま

し
た
。 

　
ま
た
、
こ
の
日
は
電
車
で
の
移
動
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
電
車
内
で
の
マ
ナ
ー

や
繁
華
街
を
歩
く
時
の
ル
ー
ル
、
集
団

行
動
時
の
個
々
の
責
任
に
つ
い
て
も
体

験
を
通
し
て
学
習
し
ま
し
た
。 

                 

　
和
島
村
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

で
は
、
会
員
の
募
集
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
素
人
、
初
心
者
大
歓
迎
!
興
味
の

あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。 

☆
活
動
日
…
毎
週
火
曜
日 

☆
場
　
所
…
北
辰
中
学
校
体
育
館 

☆
時
　
間
…
午
後
７
時
〜 

☆
対
　
象
…

 18
歳
以
上
〜 

■
お
問
い
合
わ
せ 

和
島
村
体
育
協
会
事
務
局
（
役
場
教

育
委
員
会
）
T

  74
―
３
１
１
１ 
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～基本検診及び生活習慣見直しアンケートの結果公表～ 

（1）
基
本
検
診
結
果 

（2）
和
島
村
年
次
別
死
因 

（4）
疾
患
別
に
み
た 

　
　
　
生
活
習
慣
の
違
い 
◎ 

ま
　
と
　
め 

（3）
生
活
習
慣
病
見
直
し 

　
　
　
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト 

0

10

20

30

40

50
全年齢 
40～64

異常なし 肥満 糖異常 貧血 肝機能 脂質代謝 心障害 血圧 

0 20 40 60 80 100

その他 いいえ はい 

ストレスを毎日感じる 

疲労感が週3回以上ある 

階段よりエレベーター 

毎日30分早歩で歩く 

酒を１合以上飲む 

大豆製品を毎日食べる 

果物を毎日食べる 

野菜を毎食たべる 

3食、食べる 

蛋白質が多い方 

肉か魚を毎日1回 

魚を週3回以上 

缶コーヒー、ジュース等毎日 

間食又は夜食を週1回 

低脂肪乳である 

洋菓を週2回以上 

マヨネーズを週1回以上 

魚卵を週2個以上 

卵を週3個以上 

肉脂食べる 

肉類、脂類を週2回以上 

乳製品を日に1回 

塩蔵品を週に3回以上 

醤油代わりに香辛料を使う 

漬物1日2回以上 

噌汁1日2杯以上 

味付け濃い方である 

％ 

％ 

2位 低脂肪乳を飲まない（21） 

 

 1位 2位 3位 

平成 5年 脳血管病 心疾患 がん 

平成 6年 心疾患 脳血管病 がん 

平成 7年 がん 脳血管病 心疾患 

平成 8年 がん 心疾患 脳血管病 

平成 9年 がん 脳血管病 心疾患 

平成10年 がん 脳血管病 心疾患 

平成11年 脳血管病 がん 心疾患 

 

表2　年次別3大死因（和島村） 

表4　血圧異常者と脂質異常者の生活習慣割合（多い順） 

1位 毎日30分歩かない（33） 毎日30分あるかない（33） 

   

 

3位 味付けは濃いほう（1） マヨネーズを週1回以上使う（19） 

4位 階段よりエレベーターを使う（34） 洋菓子を週2回以上食べる（20） 

5位 みそ汁を日に2杯以上飲む（2） 階段よりエレベーターを使う（34） 

しょう油の代わりに香辛料をつか

う（5） 

 血圧異常者 脂質異常者 

注1． カッコは質問項目番号 
注2． 22・33・34は両疾患共通項目。1・2・5は血圧異常、19・20・21は脂質異常専用項目 

表1　平成14年度基本検診結果 

表3　生活習慣見直し票 

 

　
今
年
６
月
に
実
施
し
た
和
島
村
の
基

本
検
診
結
果
と
生
活
習
慣
見
直
し
ア
ン

ケ
ー
ト
（

 38
項
）
の
結
果
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
自
分
の

生
活
習
慣
と
自
分
の
結
果
を
結
び
つ
け

て
個
人
に
あ
っ
た
生
活
改
善
に
利
用
し

て
い
た
だ
き
た
く
実
施
し
た
も
の
で
す
。 

  

　
基
本
検
診
で
は
受
診
数
６
６
０
人
内

 40
〜

 64
歳
が
２
２
６
人
で
し
た
。 

　
全
体
で
は
脂
質
異
常
・
血
圧
異
常
・

心
障
害
者
割
合
が
高
く
特
に
若
い
世
代

か
ら
脂
質
異
常
、
糖
異
常
者
割
合
が
多

く
目
立
っ
て
い
ま
す
。
（
表
１
） 

  

　
循
環
器
疾
患
が
死
因
の
２
位
・
３
位

を
し
め
て
ま
す
。
（
表
２
） 

                 

　
ア
ン
ケ
ー
ト
は

 40
〜

 64
歳
の
２
２
６

人
中
１
５
６
人
か
ら
回
答
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

　
乳
製
品
を
日
に
１
回
の
人

 65
・
５
％
、

肉
を
毎
日
１
回
食
べ
る
人

 67
・
５
％
、

３
食
食
べ
る
人

 75
・
３
％
、
野
菜
を
毎

食
食
べ
る
人

 78
・
５
％
が
高
い
割
合
を

示
し
て
い
ま
す
が
生
活
の
基
本
的
な
こ

と
の
た
め
ま
だ
ま
だ
不
足
し
て
い
ま
す
。

特
に
目
立
っ
た
の
は
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
週

１
回
以
上
利
用

 62
・
９
％
、
毎
日

 30
分

早
歩
き
者

 17
・
５
％
、
階
段
よ
り
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
利
用
す
る
人

 44
％
で
し
た
。

（
表
３
） 

   

　
血
圧
異
常
者
と
脂
質
異
常
者
を
比
較

し
て
み
る
と
運
動
を
習
慣
と
す
る
人
の

割
合
は
両
疾
患
共
少
な
い
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
（
表
４
） 

  

　
生
活
習
慣
病
は
長
い
人
生
の
な
か
で

「
食
べ
て
・
動
い
て
・
眠
る
」
と
い
う

基
本
ス
タ
イ
ル
か
ら
い
つ
脱
し
た
た
め

お
こ
る
病
気
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
和
島
村
の
死
亡
原
因
の
２
位
・
３
位

を
占
め
る
循
環
器
疾
患
で
特
に
若
年
世

代
か
ら
の
異
常
が
多
く
出
て
お
り
生
活

ス
タ
イ
ル
の
改
善
予
防
が
急
務
と
考
え

ら
れ
ま
す
。 

そ
の
た
め
、 

１．
魚
を
週
２
回
以
上
食
べ
て
心
疾
患

リ
ス
ク
を
低
下
さ
せ
よ
う 

２．
食
塩
摂
取
を
 １３
ｇ
（
現
在
）
か
ら
 １０

ｇ
に
減
ら
そ
う 

３．
野
菜
を
３
食
食
べ
脂
肪
分
を
減
ら

そ
う 

４．
運
動
の
習
慣
を
身
に
つ
け
よ
う 

　
こ
の
４
つ
の
原
則
を
守
り
ま
し
ょ
う
。 

　
健
康
づ
く
り
は
１
日
で
は
出
来
ま
せ

ん
。
気
が
つ
い
た
時
か
ら
、
あ
き
ら
め

ず
、
良
く
な
っ
た
ら
ほ
め
て
も
ら
っ
て
、

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
せ
ん
か
。 0

2

4

6

8

10

12

14

85～
 

80～
84

75～
79

70～
74

65～
69

生涯学習講座などに 
　ついての情報提供　10.2％ 

老人クラブ・趣味のグループ 
などの紹介・相談　11.0％ 

シルバー人材センターの設置 
　　　　　8.7％ 

地域の中で気軽に 
　集れる場所の設置　34.0％ 

その他　3.1％ 

無回答　29.2％ 

その他　1.5％ 
無回答　2.8％ 

その他　2.5％ 

無回答　10.5％ 

ボランティアグループ 
　　などの紹介・相談 
　　　 　　　　3.8％ 

自宅で家族サービス 
を利用しての介護 

16.7％ 
 

自宅で家族中心の介護 
30.0％ 

施設での介護 
　　  25.6％ 

わからない 
　  23.4％ 

わからない 
　  16.5％ 

たとえ介護保険料が上がっても、 
サービスを充実してほしい 

14.0％ 

サービスは今のままでいいので、 
介護保険料を上げないでほしい 
　　　　　　　　　　  50.2％ 

サービスは今のままでいいので、 
介護保険料を下げてほしい　6.3％ 
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高
齢
者
保
健
福
祉
実
態
調
査
報
告

高
齢
者
保
健
福
祉
実
態
調
査
報
告（
抜
粋
抜
粋
） 
高
齢
者
保
健
福
祉
実
態
調
査
報
告（
抜
粋
） 

高
齢
者

高
齢
者
の
生
き
が
い
の
た
め
、 

行
政
行
政
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を 

要
望
し

要
望
し
ま
す
か
？ 

介
護
介
護
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
必
要
に 

な
っ
た
時
ど
の
よ
う
な
介
護
介
護
を 

受
け
た
い
で
す
か
？ 

高
齢
者

高
齢
者
の
機
能
機
能
は 

い
つ
低
下
低
下
す
る
の
か
？ 

今
後
今
後
の
介
護
保
険
料

介
護
保
険
料
に 

つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す 

高
齢
者
の
生
き
が
い
の
た
め
、 

行
政
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を 

要
望
し
ま
す
か
？ 

介
護
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
に 

な
っ
た
時
ど
の
よ
う
な
介
護
を 

受
け
た
い
で
す
か
？ 

高
齢
者
の
機
能
は 

い
つ
低
下
す
る
の
か
？ 

今
後
の
介
護
保
険
料
に 

つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す 

年齢 

点
数 全国 

和島村 

生活機能得点の年代別平均 
生活機能得点の年代別平均 

65歳～69歳 11.72 11.95 

70歳～74歳 11.22 11.40 

75歳～79歳 10.43 10.57 

80歳～84歳 9.08 9.34 

85歳～ 5.57 7.25

和島村 全国 

    

　
和
島
村
の
高
齢
者
で
機
能
が
低
下
し

て
い
る
人
の
割
合
（

 24
・
９
％
）
は
、

全
国
平
均
（

 25
％
）
と
比
べ
大
差
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
生
活
機

能
得
点
平
均
を
年
代
別
に
見
る
と
、

 80

歳
代
か
ら
全
国
に
比
べ
低
く
な
り
、

 85

歳
か
ら
大
き
く
差
が
で
て
い
ま
す
。 

　
平
成

 12
年
度
に
介
護
保
険
制
度
が
ス

タ
ー
ト
し
て
３
年
が
経
過
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。 

　
介
護
保
険
事
業
計
画
で
は
、
３
年
ご

と
に
向
こ
う
５
年
間
の
計
画
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
老
人

保
健
福
祉
計
画
は
介
護
保
険
事
業
計
画

と
一
体
と
し
て
策
定
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。 

　
今
年
度
、
そ
の
両
計
画
の
見
直
し
に

当
た
り
、
村
民
の
皆
様
に
よ
り
よ
い
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
利
用
意
向
な

ど
実
態
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
を
実

施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
 65
歳
以
上
の
皆
様
を
対
象
に
７
月
か

ら
８
月
に
か
け
て
ご
協
力
を
い
た
だ
い

た
、
本
調
査
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。 

　
な
お
、
配
布
枚
数
１
３
１
１
に
対
し
、

回
答
枚
数
９
７
２
で
、
回
答
率
は

 74
・

１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

         

　
地
域
の
中
で
気
軽
に
集
ま
れ
る
場
所

の
設
置
希
望
が
最
も
高
く
な
り
ま
し
た
。

各
地
域
で
、
お
茶
の
み
話
が
で
き
る
場

所
の
提
供
を
望
ん
で
い
る
こ
と
が
伺
え

ま
す
。
（
こ
の
問
い
は
、
複
数
回
答
が

可
と
な
っ
て
お
り
、
合
計
と
回
答
者
数

は
一
致
し
ま
せ
ん
。） 

         

　
介
護
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ

た
時
、
ど
の
よ
う
な
介
護
を
受
け
た
い

で
す
か
？
と
の
問
い
に
対
し
て
は
、
「
自

宅
で
介
護
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
「
自

宅
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
」

を
合
わ
せ
る
と
半
数
近
く
に
達
し
、
在

宅
志
向
が
う
か
が
え
ま
す
。 

         

　
今
後
の
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

「
サ
ー
ビ
ス
は
今
の
ま
ま
で
い
い
の
で

介
護
保
険
料
は
上
げ
な
い
で
ほ
し
い
」

と
す
る
人
が
約
半
数
で
あ
り
、
次
い
で
、

「
わ
か
ら
な
い
」
「
た
と
え
介
護
保
険

料
が
上
が
っ
て
も
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
し

て
ほ
し
い
」
の
結
果
に
な
り
ま
し
た
。 
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今 月 の テ ー マ 

薬 と 健 康  

　
軽
い
風
邪
か
ら
命
に
か
か
わ
る
重
い
病

に
至
る
ま
で
、
私
た
ち
は
体
調
を
く
ず
し

た
と
き
に
さ
ま
ざ
ま
な
薬
を
服
用
し
ま
す
。

で
も
、
使
い
方
を
誤
る
と
、
薬
の
効
果
を

十
分
に
引
き
出
せ
な
い
ば
か
り
か
、
副
作

用
を
起
こ
す
な
ど
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
薬
と
健
康
に
つ
い
て
も
う

一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

  

　
定
期
的
に
服
用
し
て
い
る
薬
を
、

う
っ
か
り
飲
み
忘
れ
て
し
ま
っ
た
時

は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？ 

 

　
こ
の
よ
う
な
場
合
、
原
則
と
し
て
、

気
が
つ
い
た
そ
の
時
に
薬
を
飲
む
よ

う
に
し
ま
す
。
前
回
飲
み
忘
れ
た
か
ら
と

い
っ
て
、
２
回
分
の
薬
を
一
度
に
服
用
す

る
の
は
大
変
危
険
で
す
の
で
、
絶
対
に
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。
１
日
３
回
と
指
示
さ

れ
た
薬
は
４
時
間
以
上
、
１
日
２
回
の
薬

は
６
時
間
以
上
、
１
日
１
回
の
薬
は

 12
時

間
以
上
の
時
間
を
空
け
て
か
ら
飲
ん
で
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
飲
み
忘
れ
た
場
合
の

対
応
は
、
薬
の
種
類
に
よ
っ
て
も
異
な
り

ま
す
。
薬
を
も
ら
う
際
、
医
師
や
薬
剤
師

に
「
飲
み
忘
れ
た
ら
、
ど
う
す
れ
ば
い
い

で
し
ょ
う
？
」
と
尋
ね
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
。 

　
ま
た
、
薬
を
飲
み
続
け
て
い
る
患
者
が
、

体
調
が
良
く
な
っ
た
な
ど
の
理
由
で
勝
手

に
服
用
を
中
止
し
て
し
ま
う
こ
と
も
危
険

で
す
。
か
え
っ
て
病
状
が
悪
化
す
る
「
リ

バ
ウ
ン
ド
現
象
」
と
呼
ば
れ
る
状
態
に
陥

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
自
分
で
判
断
せ
ず

医
師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。 

  

　「
食
間
」
と
指
示
さ
れ
た
と
き
は
、

薬
を
い
つ
飲
め
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う

か
？ 

 

　「
食
間
」
と
は
、
食
事
と
食
事
の
間

の
こ
と
。
食
事
を
と
っ
て
か
ら
約
２

時
間
が
経
過
し
た
時
期
を
指
し
ま
す
。
こ

う
し
た
服
用
時
間
は
、
薬
の
性
質
に
合
わ

せ
て
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
定
め
ら
れ

た
時
間
に
飲
ま
な
い
と
薬
の
効
果
が
上
が

ら
な
い
な
ど
の
不
都
合
が
生
じ
て
し
ま
い

ま
す
。 

　「
食
間
」
の
服
用
が
指
示
さ
れ
る
の
は
、

胃
に
食
物
が
な
い
ほ
う
が
効
果
を
発
揮
で

き
る
薬
で
す
。
逆
に
、
ア
ス
ピ
リ
ン
の
よ

う
に
胃
に
負
担
を
か
け
る
薬
を
「
食
間
」

に
服
用
す
る
と
、
胃
の
調
子
を
悪
く
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
指
示
さ
れ
た
服
用
時

間
は
、
し
っ
か
り
と
守
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。 

 

　
薬
を
飲
む
と
き
に
は
、
ど
の
く
ら

い
の
量
の
水
と
と
も
に
飲
め
ば
よ
い

で
し
ょ
う
か
？ 

 

　
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
の
水
（
ま

た
は
白
湯
）
で
飲
ん
だ
ほ
う
が
、
薬

は
よ
く
吸
収
さ
れ
ま
す
。
コ
ッ
プ
一
杯
く

ら
い
を
目
安
に
し
て
く
だ
さ
い
。
少
量
の

水
で
無
理
に
飲
み
こ
む
と
、
薬
が
喉
や
食

道
に
張
り
つ
い
て
炎
症
や
潰
瘍
を
起
こ
す

こ
と
も
あ
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
ジ
ュ
ー
ス
、
牛
乳
、
お
茶
な
ど

で
薬
を
飲
む
こ
と
も
避
け
ま
し
ょ
う
。
薬

に
よ
っ
て
は
成
分
が
中
和
さ
れ
て
効
き
目

が
弱
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
反
対

に
、
例
え
ば
睡
眠
薬
や
鎮
痛
薬
な
ど
を
お

酒
と
一
緒
に
飲
む
と
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
っ

て
薬
の
効
果
が
強
く
な
り
過
ぎ
る
危
険
が

あ
り
ま
す
。 

  

　
赤
ち
ゃ
ん
に
母
乳
を
与
え
て
い
る

お
母
さ
ん
が
薬
を
服
用
す
る
場
合
、

特
に
ど
の
よ
う
な
点
に
気
を
つ
け
る
必
要

が
あ
る
で
し
ょ
う
か
？ 

 

　
授
乳
中
の
母
親
が
薬
を
服
用
す
る

と
、
薬
の
成
分
の
多
く
が
血
液
を
通

し
て
母
乳
に
入
り
こ
み
、
そ
れ
を
飲
む
乳

児
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

薬
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、
服
用
を
や
め
る

か
授
乳
を
中
止
す
る
か
と
い
っ
た
医
師
の

判
断
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

　
ま
た
妊
娠
中
の
場
合
も
十
分
な
注
意
が

必
要
で
す
。
服
用
し
た
薬
が
胎
児
の
発
育

に
影
響
を
及
ぼ
す
ほ
か
、
妊
娠
中
の
母
体

は
ホ
ル
モ
ン
分
泌
の
関
係
で
薬
の
副
作
用

が
現
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
薬
を
処
方
さ

れ
る
前
に
必
ず
医
師
や
薬
剤
師
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。 

  

　
複
数
の
病
院
か
ら
薬
を
処
方
し
て

も
ら
う
場
合
、
薬
の
重
複
投
与
や
副

作
用
を
防
ぐ
有
効
な
方
法
は
あ
り
ま
す
か
？ 

 

　
「
か
か
り
つ
け
薬
局
」
を
決
め
て

お
く
こ
と
が
最
も
有
効
で
す
。
ど
こ

の
医
療
機
関
で
受
診
し
て
も
、
渡
さ
れ
た

処
方
せ
ん
は
必
ず
自
分
の
「
か
か
り
つ
け

薬
局
」
に
持
参
し
て
調
剤
し
て
も
ら
い
ま

す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
「
か
か
り
つ
け

薬
局
」
は
患
者
一
人
一
人
の
服
用
中
の
薬
、

こ
れ
ま
で
に
服
用
し
た
薬
、
患
者
個
人
の

体
質
な
ど
の
「
薬
歴
」
デ
ー
タ
を
把
握
し
、

事
故
が
起
き
な
い
よ
う
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が

ら
薬
の
正
し
い
使
い
方
を
指
導
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。  

　
こ
れ
は
、
わ
が
国
の
、
医
療
の
基
本
方

針
と
な
っ
て
い
る
「
医
薬
分
業
」
の
メ
リ
ッ

ト
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。
「
か
か
り
つ

け
薬
局
」
は
、
お
住
ま
い
の
近
く
な
ど
の
、

ど
こ
の
薬
局
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

「
保
険
薬
局
」
で
な
け
れ
ば
保
険
は
適
用

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

　 

　 

　 

　 

　 

 

○東保内道路での斜面崩壊（小島谷辺張線） 

○小谷地区から和島浄化センターを臨む　島崎地区の水田浸水 
　11月4日撮影 

○日野浦から高畑へ抜ける道路での斜面崩壊 
　（日野浦10号線） 

季
節
は
ず
れ
の
大
雨
　
和
島
に
も
被
害 

!!
 

12

早川 亜弓 さん 

森　和之 くん 

本間 厚気 くん 

若井　量 くん 

　
 10
月
下
旬
か
ら

 11
月
上
旬
の
長
雨
と
集
中
豪
雨
は
、

和
島
村
に
大
き
な
爪
あ
と
を
残
し
ま
し
た
。

 10
月

 27
日

か
ら

 11
月
５
日
ま
で
の
総
降
雨
量
は
、
３
３
０
・
５
ミ

リ
に
達
し
、
特
に

 11
月
３
日
〜
４
日
に
か
け
て
は
、

 24

時
間
あ
た
り
の
降
雨
量
が
１
１
６
ミ
リ
の
豪
雨
と
な
り

ま
し
た
。 

　
村
内
各
地
の
水
田
や
道
路
の
冠
水
を
は
じ
め
、
道
路

斜
面
の
崩
壊
５
箇
所
、
地
す
べ
り
２
箇
所
、
路
肩
の
崩

壊
が
１
箇
所
発
生
し
ま
し
た
。
特
に
東
保
内
の
道
路
で

は
７
月
の
台
風
で
被
害
を
受
け
た
箇
所
で
大
規
模
な
道

路
斜
面
の
崩
壊
が
お
こ
り
ま
し
た
。 

　
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
の
が
災
害
で
す
。
万
一
の

災
害
に
十
分
な
備
え
を
忘
れ
ず
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

 



長
岡
栃
尾
三
古
立
寺
泊 

老
人
ホ
ー
ム
組
合
職
員
採
用
試
験 

放
送
大
学
学
生 

　
　
　
募
集
の
お
知
ら
せ 

自
衛
隊
生
徒
を
募
集 

15 　 

大
学
育
英
資
金
制
度 

　
　
　
　
　
の
ご
案
内 
ひ
こ
も
り
に
つ
い
て 

　
　
考
え
て
み
ま
せ
ん
か 

笑顔で友情結ぶ白い歯　　阿弥陀瀬　八子松一郎さん 

お
詫
び
と
訂
正 

 　
先
月

 11
月
号

 19
頁
「
お
詫
び
と
訂

正
」
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
こ
こ
に
深
く
お
詫
び
し
訂
正
い
た

し
ま
す
。 

 

正
　
大
崎
　
愛
瑠
夏
さ
ん 

誤
　
大
崎
　
愛
瑠
花
さ
ん 

 

募集種目 受　験　資　格 受　付　期　間 試験期日 

自
　
衛
　
隊
　
生
　
徒
 

日本国籍を有し平成15年4月1日
現在、15歳以上17歳未満の男子 

平成14年11月5日～ 
平成15年　1月7日　 

一 次 試 験  
平成15年1月11日 

◎採用予定数 
　陸上生徒　約250名、　海上生徒　約60名、　 
　航空生徒　約50名 
 
◎教育内容 
　約2年半ないし3年間は陸・海・空生徒とも各学校で一般高校と同じ学
科と各種技術の基礎を学び、この期間を終えると、それぞれ専門的な技
術を学びます。 

   

■
職
種
及
び
採
用
人
員 

　
寮
父
（
母
）
…
１
名 

■
受
験
資
格 

　
昭
和

 37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

 58

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
も
の

で
、
介
護
福
祉
士
の
資
格
を
有
す
る

も
の
又
は
取
得
見
込
み
の
者 

■
試
験
の
方
法 

　
 （1）

筆
記
試
験
（
一
般
教
養
・
作
文
）

　
 （2）

面
接
試
験 

■
受
験
手
続 

「
受
験
申
込
書
」
に
よ
り
、
平
成

 14
年

 12
月

 13
日
ま
で
に
申
込
ん
で

下
さ
い
。 

■
受
験
日 

平
成

 15
年
１
月

 14
日
　 

午
後
１
時

 30
分 

■
受
験
場
所 

寺
泊
老
人
ホ
ー
ム 

■
採
用
予
定
年
月
日 

平
成

 15
年
４
月
１
日 

■
お
問
い
合
せ
先 

寺
泊
老
人
ホ
ー
ム 

（
T

 75
―
２
０
３
８
） 

   

　
放
送
大
学
で
は
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ
の

放
送
で
授
業
を
行
う
通
信
制
大
学
で
す
。

入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ス
カ
イ
パ
ー

フ
ェ
ク
Ｔ
Ｖ
！
（
Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
）

を
利
用
し
て
自
宅
で
視
聴
で
き
大
学
卒

業
の
資
格
が
取
得
で
き
ま
す
。
学
習
セ

ン
タ
ー
を
利
用
し
て
テ
ー
プ
に
よ
る
視

聴
、
テ
ー
プ
の
貸
し
出
し
を
受
け
付
け

て
の
自
宅
で
の
視
聴
も
で
き
ま
す
。 

■
募
集
期
間 

　
 12
月

 15
日
〜
平
成

 15
年
２
月

 28
日 

■
募
集
す
る
学
生
の
種
類 

○
学
部 

・
全
科
履
修
生
（
卒
業
を
目
指
す
学
生
） 

・
選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
す
る
学
生
） 

・
科
目
履
修
生
（
１
学
期
間
在
学
す
る
学
生
） 

○
大
学
院 

・
修
士
科
目
生
（
１
学
期
間
在
学
す
る
学
生
） 

■
学
　
費 

○
入
学
金 

・
全
科
履
修
生
　
２
０
、０
０
０
円 

・
選
科
履
修
生
　
　
７
、０
０
０
円 

・
科
目
履
修
生
　
　
５
、０
０
０
円 

・
修
士
科
目
生
　
１
０
、０
０
０
円 

○
授
業
料 

・
学
　
部
　
１
単
位
　
５
、０
０
０
円 

・
大
学
院
　
１
単
位
１
０
、０
０
０
円 

■
多
様
な
科
目 

　
外
国
語
、
工
学
、
文
学
、
心
理
学
、

健
康
科
学
な
ど
約
３
０
０
科
目
開
講 

■
専
門
家
を
目
指
す
大
学
院 

総
合
文
化
、
政
策
経
営 

教
育
開
発
、
臨
床
心
理 

■
資
料
及
び
お
問
い
合
わ
せ 

放
送
大
学
新
潟
学
習
セ
ン
タ
ー 

〒
９
５
１
―
８
１
２
２ 

新
潟
市
旭
町
通
１
番
町
７
５
４
番
地 

（
T
０
２
５
―
２
２
８
―
２
６
５
１
） 

  

   

　
新
潟
県
勤
労
者
福
祉
厚
生
財
団
で
は

不
幸
に
し
て
親
御
さ
ん
を
亡
く
さ
れ
進

学
後
の
学
資
の
支
弁
が
困
難
で
あ
る
方

に
対
し
て
、
学
費
の
貸
与
を
行
い
、
社

会
的
に
有
用
な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
大
学
育
英
資
金
の
募
集
を

行
い
ま
す
。 

■
募
集
対
象
者 

以
下
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方 

①
新
潟
県
民
の
子
で
あ
っ
て
学
校
教
育

法
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
た
４
年
生

大
学
に
進
学
ま
た
は
在
学
す
る
者 

②
交
通
事
故
や
病
気
な
ど
で
親
を
亡

く
し
た
者 

③
家
計
の
都
合
で
進
学
後
の
学
資
の

支
弁
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
者 

■
募
集
人
数
／
若
干
名 

■
奨
学
金
額 

　
月
額
２
万
円 

　
（
奨
学
生
１
人
最
高

 96
万
） 

■
返
還
方
法 

　
卒
業
又
は
貸
与
の
終
了
し
た
翌
月
か

ら
８
年
以
内
（
年
間
返
還
額

 12
万
以
上
） 

■
利
　
息
／
無
利
息 

■
応
募
受
付
締
切 

　
平
成

 15
年
１
月

 31
日

 （金） 

■
書
類
請
求
先
・
お
問
い
合
せ
先 

　
新
潟
県
勤
労
者
福
祉
厚
生
財
団 

　
〒
９
５
１
―
８
１
１
３ 

　
新
潟
市
寄
居
町
３
３
２
番
地

 38 

　
新
潟
県
労
働
金
庫
内 

　
（
T
０
２
５
―
２
２
８
―
３
４
１
１
） 

   

■
防
衛
庁
で
は
、
自
衛
隊
生
徒
を
左
表

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。 

◎
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
柏
崎
募
集
事
務

所
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

　
柏
崎
市
穂
波
町
１
―

 35 

　
（
T

  24
―
３
０
０
０
） 

 

・
め
ざ
せ
、
ヤ
ン
グ
エ
ン
ジ
ニ
ア
！ 

                        

   
　
新
潟
県
精
神
保
健
福
祉
協
会
で
は
「
ひ

き
こ
も
り
」
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か

け
と
し
て
映
画
を
上
映
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
入
場
は
無
料
で
す
。
直
接

会
場
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

■
題
　
名 

　
「
青
の
塔
」 

※
ひ
き
こ
も
り
経
験
の
異
色
新
人
が

演
じ
る
、
圧
倒
的
な
リ
ア
リ
ズ

ム
の
世
界
で
す
。 

■
日
　
時 

 12
月

 14
日

 （土） 

　
①

 10
時
〜

 12
時

 30
分 

　
②

 13
時

 30
分
〜

 16
時 

■
場
　
所 

長
岡
中
央
市
立
図
書
館 

■
お
問
い
合
せ
先 

長
岡
健
康
福
祉
環
境
事
務
所 

地
域
保
健
課 

（
T

 33
―
４
９
３
１
） 

 14

INFORMATION

12月の納税・納入 
固 定 資 産 税  

国 民 健 康 保 険 料  

介 護 保 険 料  

保 育 所 保 育 料  

幼 稚 園 保 育 料  

○ 

○ 

○

○ 

○ 

12月 

水 木 金 土 火 月 日 

INFORMATION

役場　T74－3111　FAX74－2791

12月の救急診療のご案内 

※都合により当番の変更がありますので、事前にご確認ください。 
 

■休日救急当番医表 

■お問い合せ及び連絡先 
長岡赤十字病院  
長岡中央綜合病院 
立 川 綜 合 病 院  
長 岡 西 病 院  
明 石 医 院  
小 林 医 院  

区　　分 午前10時～午後５時 午前９時～翌午前９時 
診療科目 産婦人科 内科・小児科・外科・産婦人科 
  １日（日） 
  ８日（日） 
  15日（日） 
  22日（日） 
  23日（祝） 
  29日（日） 
  31日（火） 

■内科、小児科、外科、歯科の昼間 
診療科目 診療時間 

長岡市休日急患診療所（T35－8255） 
長岡休日急患歯科診療所（T33－9644） 

内科・小児科・外科  
歯科 

9：00～18：00
9：00～16：00

T28－3600 
T35－3700 
T33－3111 
T27－8500 
T32－3262 
T27－7755

斎 藤 医 院  
杉 本 医 院  
セントポーリアウィメンズクリニック 
トマトレディスクリニック 
丸 岡 医 院  

T32－4499 
T32－1546 
T21－0800 
T39－7111 
T39－2422

長岡広域圏イベント情報 

歯
の
健
康

歯
の
健
康 

Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー 

歯
の
健
康

歯
の
健
康 

Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー 

歯
の
健
康 

Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー 

食後にあなたは何使う、つまようじ　糸ようじ　　北辰中学校　保健委員会 

 1 2 3 4 5 6 7  

 8 9 10 11 12 13 14 

 15 16 17 18 19 20 21 

 22 23 24 25 26 27 28 

 29 30 31

杉 本 医 院  
長 岡 西 病 院  
明 石 医 院  
斎 藤 医 院  
小 林 医 院  
丸 岡 医 院  
トマトレディスクリニック 

立 川 綜 合 病 院  
長 岡 赤 十 字 病 院  
長 岡 中 央 綜 合 病 院  
立 川 綜 合 病 院  
長 岡 赤 十 字 病 院  
長 岡 中 央 綜 合 病 院  
立 川 綜 合 病 院  

『プラハ少年少女合唱団クリスマスコンサート』 

◆期　日／12月12日（木） 
◆会　場／中之島町町民文化センター 
◆内　容／クリスマスシーズンにふさわしい心に染み

いる清らかな歌声が響きわたります。 
【入場料】全席指定　2500円 
◆問合せ／中之島町町民文化センター（T66－1310） 

『寒　精　進』 

中之島町 

栃尾市 

小千谷市 

◆期　日／12月22日（日） 
◆会　場／栃尾市塩新町地内、塩谷川 
◆内　容／新たな年の無病息災や家内安全、五穀豊穣

などを祈願する行事です。 
◆問合せ／寒精進保存会（T52－9341） 

『浅原神社　除夜の花火』 

◆期　日／12月31日（火） 
◆会　場／浅原神社境内 
◆内　容／三尺玉発祥の地にて、除夜の鐘ならぬ除夜

の花火を108発打ち揚げます。 
◆問合せ／小千谷市片貝支所（T84－2026） 

骨髄バンクにご協力ください 骨髄バンクにご協力ください Ｑ
　
歯
を
強
く
打
ち
、
抜
け
て
し
ま
っ

た
と
き
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ

う
か
。
 

 Ａ
　
よ
く
ぶ
つ
け
る
の
は
上
の
歯

の
前
歯
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
子

供
と
大
人
で
は
症
状
が
違
い
ま
す

の
で
、
分
け
て
説
明
い
た
し
ま
す
。
 

子
供
の
場
合
は
歯
の
周
り
の
骨
が

軟
ら
か
い
た
め
、
歯
が
抜
け
落
ち

る
こ
と
が
多
い
で
し
ょ
う
。
こ
う

し
た
場
合
、
歯
の
根
の
部
分
に
触

れ
な
い
よ
う
に
し
て
流
水
下
で
洗

い
流
し
た
の
ち
、
濡
れ
た
ガ
ー
ゼ
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
で
包
む
か
、

生
理
食
塩
水
や
牛
乳
に
浸
し
て
歯

科
医
院
に
持
参
し
治
療
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
処
置
が
早
け
れ
ば
元

の
よ
う
に
戻
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。
 

　
大
人
の
場
合
は
歯
が
折
れ
た
り
、

顎
の
関
節
の
部
分
に
障
害
が
出
て

く
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
時

間
が
た
っ
て
か
ら
症
状
が
出
る
こ

と
も
多
い
た
め
、
し
っ
か
り
と
し

た
検
査
が
、
必
要
と
な
っ
て
く
る

で
し
ょ
う
。
 

　
最
近
で
は
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

の
マ
ウ
ス
ガ
ー
ド
が
普
及
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
か
か
り
つ

け
の
歯
科
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

　
　
　
　
（
新
潟
県
歯
科
医
師
会
）
 

 

骨髄バンクにご協力ください 骨髄バンクにご協力ください 
～12月は骨髄バンク推進月間です～ ～12月は骨髄バンク推進月間です～ 

●毎年約6千人の方が白血病や重症再生不良

性貧血などの血液疾患を発病しています。骨

髄移植はこれらの疾患に有効な治療法です。 

●移植をするには患者と骨髄提供者（ドナー）

の白血球の型が一致しなければなりませんが、

この確率はたいへん低いため、多くのドナー

を募る必要があります。 

●患者に生きる希望を与えるのは、あなたのや

さしさと勇気による「ドナー登録」です。 

●ドナー登録は腕から10ccの採血ですみ、所

要時間は約30分です。20歳～50歳までの

健康な方がドナーとなることができます。 

 

◎詳しくは、（財）骨髄移植推進財団までお問い

合わせください。 

T0120－445－445

 
 

 
 

 



小
型
ボ
イ
ラ
ー
の
特
別
教 

育
講
習
開
催
の
ご
案
内 

17 　 きっちり磨こう、3分間　　阿弥陀瀬　八子達也さん 

三島郡清掃センター組合からのお知らせ 

・・・製造事業所のみなさまへ・・・ 標準小作料改訂のお知らせ 標準小作料改訂のお知らせ 

　三島郡清掃センターでは、次のとおり年末年始の現場処理
作業を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎お願い 

し尿処理場より 
　年末のし尿の汲取は、早めにし尿汲取業者に申込んでくだ
さい。 

ごみ処理場より 
①燃えるごみと燃えないごみをきっちり分けてだして下さい。 
②アルミ缶、スチール缶及び古新聞等の資源ごみは、町村の

分別収集時に出して頂きますようお願いいたします。 
③可燃性ガスの入った容器（各種スプレー缶類を含む。）は

必ず、中身を使い切って、さらに穴を開けてガスを抜い
てから出してください。 

④プロパンガスボンベや消火器など不用となった場合は、販
売業者にひきとってもらってください。 

農地区分 標準小作料 10ｇ当り収量 地　形 

第三地域 19,000円 535kg 未整理地・山間地 

第二地域 22,000円 550kg 土地改良済で第一 
地域以外 

第一地域 25,000円 550kg 土地改良済 
（大規模ほ場地域） 

区　分 

し尿処理場 

ごみ処理場 

最終処分場 

年　　末 年　　始 

１月４日（土）から
平常投入 
 
１月４日（土）から
平常受付ただし、
個人搬入は午後４
時30分まで、特別
に受付をいたしま
す。 
 
１月４日（土）から
受付。午前11時30
分まで 

12月31日（火）まで平常
投入 
 
12月31日（火）まで平常
受付。ただし、12月28
日（土）は年末期であ
り、特別に個人搬入
は、午後４時30分まで
受付けをいたします。 
 
12月31日（火）午前11時
30分まで 

※各区分とも１月３日（金）までは休務となります。 
※12月29日（日）は休務とさせていただきます。 

　工業統計調査は、製造業を営む事業所を対象と

して、その活動を明らかにすることを目的に、平

成14年12月31日現在で行います。 

　調査結果は国や地方公共団体の行政施策の重要

な基礎資料として利用されるともに、企業、大学

などでの研究資料、小・中・高等学校の教材など、

広く利用されているところです。 

　提出していただいた調査票については、統計法

に基づき調査内容の秘密は厳守されますので、正

確なご記入をおねがいいたします。 

　今回、調査にご協力いただく調査員は、早川定

夫さん（下町上）と塚田善平さん（駅前）です。事業

所の皆様のご協力をよろしくお願いします。 

１．標準小作料（10アール当たり） 
　田の部 
 

 

 

 

 

　畑の部 
　　普通畑　　　全域　　3,800円 
 

２．小作料の算出方法について 
　　標準小作料に比準して、おおむね30％を超えない範囲

内において定めてください。 

　〈例〉第一地域の場合（標準小作料　25,000円） 

　　　　上、下限30％の範囲（32,500円～17,500円）で決定

してください。 

 
３．適用開始時期　　平成14年10月31日 

和島村農業委員会 

   

　
日
本
ボ
イ
ラ
協
会
新
潟
支
部
で
は
小

型
ボ
イ
ラ
ー
の
特
別
教
育
講
習
を
開
催

し
ま
す
。
ボ
イ
ラ
ー
及
び
圧
力
容
器
は
、

小
さ
い
も
の
で
も
危
険
な
設
備
で
す
。

県
内
で
も
食
品
小
売
業
に
お
い
て
小
さ

い
蒸
気
発
生
装
置
が
破
裂
し
、
重
傷
者

も
出
た
災
害
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
小
型
で
も
ボ
イ
ラ
ー
は

扱
い
を
誤
れ
ば
非
常
に
危
険
な
も
の
と

な
り
ま
す
。
貴
事
業
場
で
小
型
ボ
イ
ラ
ー

を
使
っ
て
お
ら
れ
る
場
合
は
従
業
者
全

員
及
び
交
替
要
員
を
含
め
、
万
一
に
も

事
故
の
な
い
よ
う
対
処
さ
れ
る
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

■
講
習
会
場 

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
新
潟 

　
（
長
岡
市
住
吉
３
―
１
―
１
） 

■
講
習
期
日 

　
平
成

 15
年
１
月

 15
日

 （水）
・

 16
日

 （木） 

■
時
　
間 

　
午
前
９
時

 30
分
〜
午
後
４
時

 30
分 

■
定
　
員
／

 50
名 

■
受
講
料 

　
会
員
・
高
校
生
　
８
、０
０
０
円 

　
会

員

外
　
９
、０
０
０
円 

　
（
税
込
み
・
教
材
代
は
含
ま
な
い
） 

■
申
込
方
法 

　
申
込
書
に
受
講
料
等
を
添
え
て
日
本

ボ
イ
ラ
協
会
新
潟
支
部
へ
持
参
す
る
か

送
付
（
書
留
）
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
小
切
手
及
び
銀
行
振
込
送
金

は
取
扱
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
ま
た
申
込

後
の
取
消
の
場
合
、
受
講
料
は
お
返
し

し
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

■
締
　
切 

　
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
の

で
お
早
め
に
お
申
込
く
だ
さ
い
。 

■
講
習
修
了
証 

　
所
定
の
講
習
終
了
後
、
修
了
証
を
交

付
し
ま
す
。
但
し
、
遅
刻
、
早
退
、
欠

席
し
た
者
に
つ
い
て
は
修
了
証
は
交
付

し
ま
せ
ん
。 

■
お
問
い
合
わ
せ 

　
日
本
ボ
イ
ラ
協
会
新
潟
支
部 

　
〒
９
５
０
―
０
９
６
５ 

　
新
潟
市
新
光
町
６
―
４ 

　
新
潟
県
ト
ラ
ッ
ク
総
合
会
館
４
階 

　
（
T
０
２
５
―
２
８
０
―
０
１
０
０
） 

土
日
の
小
・
中
学
生
の
県 

博
物
館
の
観
覧
料
が
無
料 

等
に
な
り
ま
し
た 

無
料
税
務
相
談
の 

　
　
　
　
　
　
　
ご
案
内 

調
理
師
の
み
な
さ
ん
へ 

　 16

不
妊
に
つ
い
て
お
悩
み
の 

方
へ 

我が家の合い言葉、食べたら磨こう!　　阿弥陀瀬　八子チイ子さん 

対象施設 

県立近代美術館 

県立歴史博物館 

県 立 植 物 園 

県立自然科学館 

観覧料 

無　料 

対象日 

土曜・日曜 

及び 

国民の祝日 

 

１００円 

（従来310円） 

すべての 

開館日 

対　象　者 

小・中学校、中等

教育学校の前期課

程、特殊教育諸学

校小・中学部の児

童及び生徒 

　建物（住宅、車庫、作業場、工場、倉庫など）を取り壊
したときは、役場総務課・税務係までお知らせくださ
い。これは、家屋台帳に正しく記入するためで、この
記入が修正されないと実際に存在しない建物に税金が
かかったり評価の証明書を出す際に面積が間違ってい
るといったことが発生します。皆様にもご迷惑をおか
けすることになりますので、ご協力をお願いします。 
◎詳しくは、役場総務課・税務係までお尋ねください。 

　10月30日（水）、福祉行政に役立てていただ
こうと（財）信越特定郵便局長協会より車椅子
１台の寄附を頂きました。信越特定郵便局長
協会では地域社会発展のための事業も行って
おり、今回はその事業の一環として行われま
した。和島村では地域の高齢者福祉のさらな
る充実のため有効に活用させていただきます。 

    

　
小
・
中
学
生
の
県
立
博
物
館
関
係
施

設
の
観
覧
料
（
入
館
料
）
が
無
料
等
に

な
り
ま
し
た
。 

                   

●
電
話
番
号 

・
県
立
近
代
美
術
館 

　
T
０
２
５
８
（
２
８
）
４
１
１
１ 

・
県
立
歴
史
博
物
館 

　
T
０
２
５
８
（
４
７
）
６
１
３
０ 

・
県
立
植
物
園
　
　 

　
T
０
２
５
０
（
２
４
）
６
４
６
５ 

・
県
立
自
然
科
学
館 

　
T
０
２
５
（
２
８
３
）
３
３
３
１ 

   

　
税
理
士
会
長
岡
支
部
で
は
、
『
税
理

士
は
あ
な
た
と
暮
ら
し
の
相
談
相
手
』

と
し
て
、
毎
月
２
回
の
無
料
税
務
相
談

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。 

■
相
談
場
所 

関
東
信
越
税
理
士
会
長
岡
支
部
事
務

局 
■
相
談
日
時 

　
毎
月
第
１
、
第
３
の
水
曜
日 

　
午
前
９
時

 30
分
よ
り
正
午
ま
で 

■
相
談
内
容 

　
税
金
に
関
す
る
こ
と
全
般
で
す
。 

■
相
談
方
法 

 （１）
税
理
士
が
直
接
面
談
し
て
お
答
え
し

ま
す
。 

 （２）
税
理
士
に
は
法
律
に
よ
り
守
秘
義
務

が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 （３）
相
談
内
容
を
説
明
で
き
る
資
料
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
持
ち
く
だ

さ
い
。 

 （４）
電
話
に
て
ご
予
約
く
だ
さ
い
。 

※
税
理
士
業
務
は
税
理
士
と
し
て
登
録

さ
れ
て
い
る
も
の
以
外
は
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　「
ニ
セ
税
理
士
」に
は
充
分
ご
注
意
く

だ
さ
い
。 

■
お
問
い
合
わ
せ 

　
関
東
信
越
税
理
士
会
長
岡
支
部 

　
〒
９
４
０
―
１
１
５
１ 

　
長
岡
市
三
和
３
丁
目
８
番
地
１
６ 

　
（
T

  33
―
８
０
８
０
） 

   

　
不
妊
な
ど
で
お
悩
み
の
方
に
、
専
門

医
師
が
個
別
に
面
接
相
談
に
応
じ
ま
す
。 

（
相
談
無
料
、
事
前
予
約
が
必
要
で
す
） 

◎
新
潟
大
学
医
学
部
附
属
病
院
会
場 

　
（
新
潟
市
旭
町
通
１
―
７
５
４
） 

●
面
接
相
談
日 

　
毎
週
火
曜
日 

　
午
後
４
時
か
ら
６
時 

　
電
話
や
メ
ー
ル
で
の
相
談
も
で
き
ま

す
。sodan@

m
ed.niigata-u.ac.jp 

●
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ 

　
同
病
院
産
科
婦
人
科
学
教
室 

（
予
約
受
付
時
間
平
日
午
前

 10
時
か

ら
午
後
４
時
）  

（
T
０
２
５
―
２
２
５
―
２
１
８
４
） 

◎
県
立
中
央
病
院
会
場 

　（
上
越
市
新
南
町
２
０
５
） 

●
面
接
相
談
日 

　
毎
月
第
１
木
曜
日 

　
午
後
１
時
か
ら
３
時 

●
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ 

　
同
病
院
産
婦
人
科
外
来 

（
予
約
受
付
時
間
平
日
午
後
１
時
か

ら
午
後
４
時
） 

（
T
０
２
５
５
―

 22
―
７
７
１
１
） 

   　
飲
食
店
や
給
食
施
設
な
ど
で
働
い
て

い
る
調
理
師
は
、
調
理
師
法
に
よ
り
２

年
に
１
回
就
業
届
け
を
知
事
に
提
出
す

る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

◎
平
成
 １４
年
 １２
月
 ３１
日
現
在
の
就
業
状

況
を
平
成
 １５
年
１
月
 １５
日
ま
で
に
届

け
出
る 

◎
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
調
理
師 

※
飲
食
店
営
業
、
魚
介
類
販
売
業
、
そ

う
ざ
い
製
造
業
で
働
く
調
理
師 

※
寄
宿
舎
、
学
校
、
病
院
、
事
業
所
、

社
会
福
祉
施
設
、
介
護
老
人
保
健
施

設
、
矯
正
施
設
、
そ
の
他
の
給
食
施

設
で
働
く
調
理
師 

◎
届
出
の
方
法 

　
調
理
師
業
務
従
事
者
届
に
必
要
な
事

項
を
記
入
し
、
県
が
指
定
し
た
指
定
届

出
受
理
機
関
（
新
潟
県
調
理
師
会
の
本

部
又
は
各
支
部
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
郵
便
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
提
出
も
受

理
し
ま
す
。 

■
お
問
い
合
わ
せ 

　
Q
新
潟
県
調
理
師
会 

　
（
T
０
２
５
―
２
２
８
―
６
７
８
６
） 
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